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たびたびこの地域に警備兵を置くようになった。一九五三年のカンボジア独立の頃 は、この地域を占領するにいたった。カンボジアはタイに対て何度も抗議したが受け入れられず、一九五八年に両国国交断絶の危機に陥っ 。この事態に際してカンボジアは、一九五九年一〇月六日 、国
つ（地図１参照） 。
　プレア・ヴィヒア寺院は、一四三一年～
一九〇四年にはタイの支配下にあった（一九三二年までのタイの正式国名はシャムであるが、本稿で タイと表記する） 。カンボジア フランスの植民地となっていた一九〇四年にタイとフランスは協約を結び、プレア・ヴィヒア寺院周辺部については、ダンレック山脈の分水嶺を国境とする
●はじめに
　二〇〇八年七月七日、 ユネスコはプレア ・
ヴィヒア寺院をカンボジアにある世界遺産として登録した。カンボジア国民はこれを歓迎し、歓喜した。しかし、世界遺産登録は同寺院周辺で国境を接するタイの世論を刺激し、同月一五日には両国軍が同寺院付近でにらみ合う事態になっ 両国間の軍事的緊張は、二〇〇六年以来きわめて不安定になっているタイ国内政治の影響 強く受けて高まっていった。三カ月後の一〇月一五日にはついに両国軍が交戦し、死傷者が出た。本稿では、プレア・ヴィヒア寺院周辺の国境線をめぐるカンボジアとタイとの対立の経緯を紹介する。●ふたつ 地図
　プレア・ヴィヒア寺院は、カンボジアの
アンコール朝時代の一 ～一二世紀に建立されたヒンズー寺院である。タイ語ではカーオ・プラウィハーンと呼ばれ、カンボジア北部とタイ北東部 間を東西に走るダンレック山脈上の切り立っ がけ 上に建







































際司法裁判所（ＩＣＪ）に同寺院およびその周辺地域に対する領有権の確認等を求めて提訴した。一九六二年六月一五日に出された判決は、タイが過去五〇年にわたり一九〇七年国境条約やそれに付随する地図を受け入れてきた事実に鑑み、 プレア ・ ヴィヒア寺院がカンボジアの領土に属することを認めた。タイ政府は、この判決を不満としながらも、同年九月に軍隊等を撤退させた。
　プレア・ヴィヒア寺院をめぐる問題は、
国際法上は一九六二年のＩＣＪ判決で一応の決着がついた。しかし この判決は寺院がカンボジアに帰属することは確認したものの、国境線の画定については触れていない。その結果、分水嶺に沿った国境線にこだわり判決に不満を残すタイとフランス作成の地図に基づく立場のカンボジアの間で、領有権未確定部分の約四 ・六平方キロメートルの係争 域をめぐり、現在に るまで対立が続いている（地図２参照） 。
　なお、カンボジアとタイは、一九九四年























































の、プレア・ヴィヒア寺院観光の経済的効果を確信していたカンボジアとタイは、観光開発については協調姿勢をとってきた。二〇〇三年八月に 、隣国ラオスも交えて、プレア・ヴィヒア寺院を含む三カ国の国境地域を「エメラルド三角地帯」として観光開発を進めていくことに合意した。ま 二国間でも、二〇 四年三月に寺院を両 の友好のシンボルと位置付け、観光資源として共同開発すること、および国境線画定に向けた取り組みを進めていくことで合意した。●タイとの摩擦の顕在化 ・ 膠着化
　観光開発については前向きであったタイ
も、国境線の問題となると敏感にならざるをえなかった。タックシン政権が二〇〇六年九月にクーデタによって退陣した ち、国内の反政府キャンペーンへ 対応とも連動し、より神経質な対応を迫られるようになった。
　カンボジアは、 二〇〇七年にプレア ・ ヴィ
ヒア寺院の世界遺産登録を申請したが、タイ側はその申請区域に係争地域が含まれていたことに難色を示した。ユネスコは イ
に配慮して、同寺院の歴史的・文化的な価値は認めつつも、同年の会議での承認は見送ることにした。その後、カンボジアが再び世界遺産の登録申請を計画したのに対して、タイ政府は、寺院が建つ地域と周辺の係争地域とをわけて、前者のみの申請であれば単独での申請を容認する立場をとった。カンボジアでは、二〇〇三年に、タイ人女優が「アンコールワット タイのものである」と発言したという報道をきっかけに、プノンペン市内のタイ大使館やタイ企業が焼き討ちされるという大規模な反タイ暴動が起きていることから、このような事態避けなければならない 考えが 両国関係者のあいだで共有されていたよ である。
　二〇〇八年三月三～四日、一月末に就任
したタイのサマック首相とカンボジ フン・セン首相の最初 首脳会談で、タイは同寺院の周辺部 係争地域を含ま い登録申請であれば、カンボジア 世界遺産申請を容認する姿勢を示した。しかし、折しもタイ国内では、市民・マスコミなどからなる反政府キャンペーンが日ごとに盛り上がりを見せており、 「世界遺産申請 支持と引き換えに石油利権やその他のビジネス利権を得ているのではないか」 、 「の世界遺産申請を支持することは 領土を売却することに等しい」とタイ政府を激しく攻撃した。タイ政府は、石油利権・ビジネス利権の疑念については否定しており
汚職の事実は確認されていない。また、登録申請支持について「政府方針は領土を失うものではない」と繰り返し説明したが、反政府キャンペーン側は納得せず、反政府キャンペーンの攻撃とカンボジア政府との間で、情勢は膠着してしまうことになる。
　五月六日には、カンボジアのソク・アン











七月二一日にはカンボジアのティア・バン国防相とタイのブーンスラン国軍最高司令官が協議した。双方とも、 「自国領域内に派兵しているのみである」と主張して 議論は平行線をたどった。カンボジア政府七月二七日に総選挙を控えていたため、この事態が激化せぬよう、とりわけ慎重 対処していたと考えられる。無論、カンボジア国民 プレア・ヴィヒア情勢に対する関
心は非常に高く、テレビや新聞は連日トップニュースで情勢を伝えた。また、小規模な反タイ・デモが行われたり、若者たちの間でタイ製品ボイコットを勧めるショート・メッセージや電子メールがや とりされたりする、という現象はあったが、二〇〇三年のような暴動にまで発展することはなく、全般的には平穏が保たれた。
　カンボジア総選挙後の七月二八日、再度







相とソムチャーイ首相とのあいだで会談がもたれるはずであった。しかし、タイ国内の反政府キャンペーンが激化し 一 月七日には警官隊との衝突に 流血の惨事にまでいたってしまったため 、ソムチャーイ首相はバンコクを離れられなくなった。そのため、当初首相会談が予定されて一〇月一三日には、タイからソンポン外相がプノンペンを訪問して、フン・セン首相およびハオ・ナムホーン外相と会談を行うこととなった。当時のタイ国内の緊迫し情勢を考えると、 外相が 世論から 「カンボジアに譲歩し 」と評価されるような交渉姿勢をとることは困難であったといえよう。この会談は決裂 、フン・セン首相は「一〇月一四日正午までにタイ軍はカンボジアの領土から撤退せ 。そうしなければ、戦争状態になるだろう」と最後通牒ともとれる発言をした。
　翌一四日、 タイ軍がヴィアル ・ アントリー





かではなく、衝突直後は、双方とも相手の対応を非難した。しかし、これ以上の事態の深刻化をさけるべく、過剰な非難合戦にはならなかった。フ ・セン首相も「偶発的な出来事だった」と受け止め もっとも、タイ国内では、一〇月七日のバンコク市内での衝突 衝撃が大きく、 プレ ・ ヴィヒア問題への関心が相対的に薄れていた時期であったことも一因にあ だろう 中国・北京で開催されたＡＳＥＭの めに訪中した両国首脳は、一〇月二四日に会談をもち、 「一〇月一五日 ような銃 戦が二度と起きないようにする」 いう点 意見の一致を見た。一一月一一日 共同国境画定委員会の会合では、両国軍を後退させることが確認され 今後の解決に向けた合意形成への歩みがようやく始まったかに見える。しかし、両国軍が対峙した状況 いまだに続いており、撤退が実行に移されるまでは、予断を許さない。●経済活動への影響
　一〇月一三日のフン・セン首相の発言の
後、タイ大使館は、カンボジア国内にいるタイ国民に帰国を勧めた。実際、プノンペン在住の一五〇〇人あ りのタイ国民 うち四〇〇人以上が一時帰国し と言われる。また、カンボジアとタイの国境ゲートとし
て最大の街ポイペトは、武力衝突直後、多くの住民が一時的に避難して、数日のあいだ街は閑散としていたという。 　
　ただし、両国の経済関係は大きな影響は


























ple of Preah      
V
ihear," Phnom
 Penh, June 2008.
